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第７次エネルギー基本計画

• DC等の十分な確保には、電力需要増加への対応が必要。脱炭素電源の確保と同時に、DCの

技術開発の促進や効率改善に向けた制度面での対応を進める。

エネルギー基本計画 （令和７年２月）

Ⅲ．第６次エネルギー基本計画以降の状況変化 ３．ＤＸやＧＸなどの進展に伴う電力需要増加の可能性
こうした将来の電力需要増加への対応には、最先端半導体や光電融合技術などの最先端の情報処理技術や、そ
れを支える液体冷却技術などを用いる最先端の付帯設備を活用することにより、データセンターのエネルギー効率の改
善に向けた取組を強化することが重要であり、既にデータセンターごとのエネルギー使用量や効率の実績の情報公開や
規制を導入している国も存在する。
（略）
特に、将来の電力需要の増加に対しては、脱炭素電源を拡大することで対応する必要があるところ、十分な脱炭素
電源が確保できなかったが故に、国内においてデータセンターや半導体工場などの投資機会が失われ、我が国の経済
成長や産業競争力強化の機会が失われることは、決してあってはならない。また、足下では、化石燃料輸入に伴う貿
易赤字の悪化に加え、デジタル収支の悪化も拡大しており、我が国の国富を維持し、経済安全保障を確保するために
も、国内で必要なデータセンター等の投資が行われる必要がある。

Ⅴ．２０４０年に向けた政策の方向性 ２．需要側の省エネルギー・非化石転換 （２）省エネルギー
特に、足下では、ＤＸやＧＸの進展による電力需要増加が見込まれており、再生可能エネルギーや原子力などの脱
炭素電源の確保を進めると同時に、半導体の省エネルギー性能の向上や光電融合などの最先端の技術を活用するこ
とにより、エネルギー消費効率の改善を進めていく必要がある。データセンターについては、技術開発の促進に加えて、事
業者が満たすべき効率を設定した上でその取組を可視化するなど、諸外国の取組も踏まえつつ、支援策と一体で制度
面での対応を行う。加えて、データセンターの効率改善をより適切に促すための評価指標の検討も行っていく。
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データセンター業の更なる効率化に向けた取組

• データセンターの最大限立地のため、電源の確保と合わせて、データセンター自身の更なる効率化を促す。

• 利用可能な効率化に資する技術の着実な実装及び最先端技術の開発・社会実装の加速を図るべく、

①満たさなければならないエネルギー効率基準を設定する。
②追加の中長期計画書・定期報告の提出、及びその一部公表（※）を求める。

（※）公表は、先進的な取組が社会から評価され業界内で広がることで、取組全体の高度化・底上げを図ることが目的。

• データセンターの立地受容性の向上や関連産業のイノベーション・国際競争力の強化にも繋げる。

制度名 概要

制
度

既
存

特定事業者としての義務 • エネルギー使用量の定期報告やエネルギー消費原単位の年１％改善。

ベンチマーク（BM）制度 • 2030年度に事業者平均PUE＝1.4以下の目標達成に努める。

新
規
制
度
（
案
）

満たさなければならない
エネルギー効率の基準

• 2029年度以降の新設データセンターは稼働して２年経過後は、PUE＝1.3以下と
する。

追加の
中長期
計画書

新設データセンターの
PUE目標の提出・公表

• 2025年度以降の新設データセンターに関するPUEの目標を設定し、達成に努める。

事業者全体のPUEの
2030年度目標の提出

• 2030年度を目標年度とした保有データセンターの事業者平均PUEの目標を設定し、
達成に努める。

エネルギー消費原単位の改善
率の目標の提出・公表

• 保有するデータセンターのエネルギー消費原単位の改善率の目標を設定し、達成に努
める。

追加の定期報告書の提出 • データセンターのエネルギー使用量や効率等について、データセンター毎等で定期報告。

追加の定期報告書の一部公表 • データセンターの効率等の情報について、データセンター毎等で公表。

※詳細は2025年度第２回 工場等判断基準WG資料を参照。
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/kojo_handan/pdf/2025_002_03.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/kojo_handan/pdf/2025_002_03.pdf
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情報処理のエネルギー効率の評価指標について

• DCの効率化に向けては、エネルギー使用の大宗を占める情報処理の効率化も重要。

• 世界的にも評価指標が定まっていないが、日本の技術的な強み等も踏まえつつ、国際標準化

も視野に入れて評価指標の検討を進めることが重要。

• 最終的には情報処理のエネルギー効率に関する基準を設定することを視野に検討を進める。

情報処理技術のイノベーション

GAA、CFET
• 半導体の微細化技術。GAAはプロセス
ノード2nm台、CFETはプロセスノード
1nm台を実現可能。

• プロセスノードが小さくなるほど、情報処理
に要するエネルギー消費量が低減。

• 微細化によって情報処理のエネルギー効
率は飛躍的に向上。

光電融合
• 電子デバイスの電気配線を光配線に置き
換える技術。

• 省エネ化・大容量化・低遅延化（ネット
ワークシステム全体で電力消費1/100）
を実現。

情報処理効率の向上に向けたチップ進
化及び先端実装
• AI需要が増加する中、効率的なAIの
計算のためには、汎用GPUから専用
GPUに転換。また、GPUの処理を相互
補完するためのCPUの進化も進む。

• さらに、これらを先端パッケージで統合す
ることで情報処理効率の飛躍的な向
上が期待される。

（出典：NVIDIA）

（出典：NTT）

GAA
（Gate-All-Around）

CFET
（Complementary 

Field-Effect Transistor）

CPU GPU
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